
「福井県流域環境ネットワーク協議会」

これまでの取り組みと
今後の河川改修について

平成27年10月26日

資料－６

兵庫県立コウノトリの郷公園から越前市白山地区へコウノトリのつがい
が移送

地元の大歓迎のもと、福井県で、コウノトリを自然再生のシンボ
ルとして、飼育・繁殖事業がスタート

福井県コウノトリ飼育繁殖事業開始 (H23.12.10)

1

-　1　-



コウノトリのつがい（Tペア）

ふっくん さっちゃん

「幸福」を運んでくれるコウノトリ、幸福度日本一福井の「こう」と「ふく」、
そして、日本の「復興（ふっこう）」の願いをこめて名づけられました。

愛称の
由来

１５才オス
多摩動物公園生まれ

１４才メス
多摩動物公園生まれ

平成１６年
ペア形成
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コウノトリ放鳥(平成27年10月3日）

自然再生のシンボルとして 2羽のコウノトリを放鳥

コウノトリの定着を目指して、地元小学生たちが
田んぼの退避溝にドジョウを放流
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ゆめちゃん
３羽目（メス）

げんきくん

１羽目（オス）
ゆうきくん

２羽目（オス）

平成26年生まれの幼鳥

H27年放鳥個体

4

2010/8/19～20

2010/4/1(2羽)
2014/4/16(2羽), 5/9,  5/17
越前市白山

2010/4/1(3羽) 2010/11/24～25(2羽)

2009/11/21(2羽)

2007

2005年（野生個体）

2007年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

J0016（長期滞在)

・日付がないものは1日の滞在
・羽数のないものは1羽の飛来

Ｓ32～41年の繁殖地

2010/3/21(2羽)

小浜市国富地区

越前市矢船町

2009/12/11
2005

2010/12/9

※兵庫県豊岡市で
2005年9月放鳥

2010/2/21(4羽)
2013/4/7

0 20km

2010/3/31
2014/6/1(2羽)

2005

2010/4/1

2010/9/5～9/6(4羽)

2011/3/7
2012/2/24
2012/3/14

2011/4/6

2011/5/12
2011/8/9

2011/8/18
2013/5/7

2011/9/8(2羽)

2011/5/9, 11/12
2012/3/25, 4/25, 11/12
2013/1/25～2/28
2014/4/9
若狭町鳥羽谷

2010/4/1

2012/3/27

2012/3/262012/4/8

2012/11/13
2012/10/11(6羽)

2014/2/21

2014/3/28

2014/5/15(2羽)2014/5/16

2014/5/17, 6/3(2羽)

2014/5/18

2014/5/20

近年の福井県に
おけるコウノトリ
の飛来位置図

2014/5/25

2014/10/20(7羽)

2010/4/1～7/16
2011/3/10
越前市王子保地区
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湛水田や浅い池、ビオトープを利用

若狭町鳥羽谷 2012/11/12～1/15 2013/1/25～2/28 6

内容 水田（田面内） 退避溝 水田（畦）

調査方法

・柄付きたも網（口幅35cm）を使用
・水田内の稲株から畦まで約５０ｃｍにわた
り泥と水をすくい取り

・すくい取り回数5回（場所に重複が無いように
実施）

・調査対象1cm以上の水生動物全種（貝類・
ユスリカ類・イトミミズ類を除く）の種類と
個体数

・調査面積当たりの水生動物個体数を算出
（inds/㎡）

・50m（幅1m）の調査ルートを
設定（4ルート/筆）．

・ルートを踏査し，出現した体長
1cm以上の生物（主にカエル・
イナゴ・バッタ類）の種と体
サイズ（5mm括約）を目視で
確認

・調査面積当たりの出現動物
個体数を算出（inds/㎡）

調査時期 6月、9月、11月、12月 9月、11月、12月 8月

調査地域
（箇所数）

越前市白山地区（９筆）
豊岡市福田・有採餌（５筆）
豊岡市福田・無採餌（５筆）

越前市白山地区
３か所

（1筆当たり１か所）

越前市白山地区（９筆）
豊岡市福田（１０筆）

越前市と豊岡市におけるコウノトリの餌環境調査（方法）

引用文献等
※福井県越前市西部地区の春期と夏期におけるコウノトリの餌密度調査の評価（水谷ら,２０１４）
※福井県白山地区における秋期と冬期におけるコウノトリの餌密度調査の評価（日和ら、準備中）
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(越前市西部)

越前市と豊岡市福田の動物個体 （水谷ら,2014） 越前市の動物個体 （日和ら,発表準備中）

餌環境調査結果

8

餌環境調査（越前白山地区） のまとめ

時期 比較環境 餌密度の結果

６月 水田 越前 ≒ 豊岡（有採餌）

８月 畦 越前 < 豊岡 ※有意差なし

○畦草管理の工夫で改善

9月
水田 越前（9月） ＜ 越前（6月）

モデル退避溝 越前（9月） ＞ 越前（6月・水田）

11月
水田 越前（11月） ＜ 越前（6月）

モデル退避溝 越前（11月） ＞ 越前（6月・水田）

12月
水田 越前（12月） ＜ 越前（6月・水田）

モデル退避溝 越前（12月） ＞ 越前（6月・水田）

○ ６月・８月は、越前市白山地区は豊岡と同水準＝餌環境は良好
○ 9月・11月・12月は、越前市白山地区の水田内の餌環境は同地区の6月

に比べ少ないが、同地区のモデル退避 では6月の水田より高密度
9
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まとめ（説明）

• 越前市西部地域の餌環境は春・夏期は豊岡と比較し
好適

• 水田以外(河川や水路等）での採餌が多い時期となる
秋・冬は、水田内に恒常的水域を作ることで渇水時も
水生生物の生息が可能

• 渇水時や冬期に、狭い解放水域を作ることで生物の密
度が高まり、餌場として機能させられる可能性が高い。
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・ 

 

人工巣塔   

堰上水路   

休耕田ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ   

退避溝   

ドジョウ養殖池   

水田魚道   

コウノトリの野外定着に向けた環境整備（越前市）H22～H26 年度 

水田魚道（11 か所） 

堰上水路 
（４基） 

退避溝（18 か所） 

休耕田 
 ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 

（33 か所） 
（3.6ha） 

ドジョウ養殖池（３か所） 

1

2 

人 工 巣 塔
（５基） 

白山地区 

坂口地区 

大虫地区 

神山地区 

王子保地区 

北日野地区 

白山地区 

中野町 

（H22） 

坂口地区 

下中津原町 

（H23） 

白山地区 

安養寺町 

（H24） 

王子保地区 

大塩町 

（H25） 

北日野地区 

矢船町 

（H26） 

千鳥 X型（2か所） コルゲート型（3か所） 双翼型（7か所） 

越前市 

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 

① 

② 

③ 

⑤ 

④ 

目標 

N 

●JR 武生駅 

 

２km 

せきあげ 

たいひみぞ 

かつての 
繁殖地 

 

近年の飛来・ 
滞在地域 

 コウノトリ飼育ケージ 

昭和４６年に福井県で最後に野

生コウノトリが飛来・保護された

地域（白山地域） 
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今後の河川改修について

12

計画高水位

高水敷

低水路

年平均水位

河道掘削

日野川改修湿地創出事業（仮称）の新規着手に向けて

位置図
従来の掘削方法

今回の掘削方法

治水 環境

流下能力向上と湿地創出の両立

＋
日野川において、流下能力不足に伴う河道掘削に合わせ

て、コウノトリを始めとした多様な生物の生息・成育の場とし

ても寄与する湿地環境の創出を行う予定です。

環境保全への取組と効果

足羽川

日野川

福井県庁

掘削前の浸水想定

注1）戦後最大規模の洪水
注2）ダム・堤防は現況

掘削後の浸水想定

浸水被害なし

注1）戦後最大規模の洪水
注2）ダム・堤防の整備完了後

足羽川

日野川

福井県庁

越前市の特別栽培米の
作付け面積推移

浸水面積 約1,500ha
浸水人口 約26,500人
浸水家屋 約9,400戸

面
積

（
h
a）

最大1.1ｍの水位低減（日野川）

国体会場

国体会場

計画高水位

高水敷

低水路

年平均水位

河道掘削

湿地創出

13
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平 面 図位置図

平成21年5月

【九頭竜川】湿地創出（試験施工） 三宅・小尉地区

航空撮影方向

航空写真
試験施工箇所

試験施工箇所

全体整備イメージ（小尉・三宅地区）

九頭龍川

耕作放棄地

湿地創出（試験施工）近景

水際環境の再生

試験施工箇所

位置図

14

円山川での取り組み

15

-　25　-



円山川 ─地域での取り組み 円山川流域の概要

16

●円山川流域は約84%が山地で平地の大部分は下流の豊岡盆地が占める。
●円山川下流部の河床勾配は1/9,000程度と非常に緩く、河口から約16km上流の出石川合流点付近
までが感潮区間となっている。

●円山川の下流域および周辺水田は、ラムサール条約登録湿地（H24.7登録）となっている。

ラムサール条約登録湿地の登録エリア

円山川 ─地域での取り組み 米ぬか除草の実施による無農薬栽培

17

米ぬか
• 安定した除草技術の習得により、低コストで付加価値の高い米を

生産。（田植え後の水田に米ぬかを散布し、その分解過程で発生する有機酸を利用し
て、雑草の発生を抑制する）

• 水田における生物相の増進を図る。 （米ぬかは微生物や土壌生物のエ
サとなる）
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円山川 ─地域での取り組み 田んぼの冬期湛水

18
冬に田んぼに水を張り様々な生きものを育みます。

円山川 ─地域での取り組み 田んぼと水路をつなぐ魚道

19
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円山川 ─地域での取り組み 野生復帰の取り組み効果（副次的効果）

20「コウノトリ育む農法」（安全な農産物と生き物を同時に育む農法）

0

50

100

150

200

250

300

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

育
む

農
法

【
h
a
】

減農薬 無農薬

H21 H22 H23 H24 H25
減農薬 \8,600 \8,000 \8,200 \8,900 \8,400
無農薬 \10,800 \9,400 \10,000 \11,000 \11,000
慣用法 \6,200 \5,200 \7,100 \7,400 \6,600
（価格は玄米１袋30kgあたり） （参考買取価格）

豊岡市域
での面積

コウノトリ育む農法による作付面積と経済波及効果

円山川 ─地域での取り組み 野生復帰の取り組み効果（副次的効果）

・「コウノトリ育む米」の価格は従来農法と比べ約1.5倍
・「コウノトリ育む米」を活用した大吟醸「幸の鳥」が全日空の国際線ファー
ストクラス機内搭載酒に選定
・観光分野でも１０億円以上の価値

→これにより豊岡市内所得が１．４％増加

経済効果

コウノトリブランドの産品が続々登場

212012年6月6日 神戸新聞
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円山川 ─河川での取り組み これまでの主な取り組み

出石川

円山川

奈佐川

０ｋ

５ｋ

１０ｋ

１５ｋ

２０ｋ

２５ｋ

豊岡市街
●城崎温泉

●出石城下町

●玄武洞

●コウノトリの郷公園

稲葉川

六方川

日
本
海

Ｎ

ひのそ島掘削

高水敷掘削

加陽地区湿地再生

22

円山川 ─河川での取り組み ひのそ島掘削

23

掘削前

円山川

円山川

掘削後

円山川

掘削した土
約 ３４ 万m3

水域、ゆるやかな傾斜の

陸地に造成した区域

湿地区域

面積 約１６ｈａ 面積 約８ｈａ

・平成１２、１３年度 ひのそ島改修検討会
「河積阻害の改善｣、｢環境保全」の両立を図るため、学識者、漁協、住民、行政による検討会を実施。

・→左岸側を半分を掘削し、右岸側は湿地状に切り下げ

H14掘削着手、H19半島掘削完成
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円山川 ─河川での取り組み ひのそ島掘削後の状況

平成１９年６月撮影

円山川

ひのそ島

水域部、緩傾斜の陸
域部に造成した区域

湿地部に造成した区域

飛来したコウノトリ

工事概要

湿地の整備状況

■整備後の評価
・湿地は安定し、一年草（ケイヌビエ群落）
から多年草本群落（オギ、ヨシ等）への遷
移が進行

・様々な貴重種も確認
・出水がなく攪乱が生じないと樹林化の傾向

右

岸
左

岸

TP+0.0m
TP+1.0m

約160m
約80m

掘削箇所

24

円山川 ─河川での取り組み 高水敷の掘削

25

激特事業における⾼⽔敷の切り下げ区間

豊岡⼤橋

堀川橋
⽴野⼤橋

円⼭⼤橋

16.0ｋ
15.0ｋ

14.0ｋ13.0ｋ
12.0ｋ

11.0ｋ
10.0ｋ

9.0ｋ

奈佐川

六⽅川

出⽯川

：⾼⽔敷掘削箇所

朔望平均満潮位 TP+0.76m

朔望平均⼲潮位 TP-0.10m

年平均⽔位 TP+0.31m

堤 防

⾼⽔敷
湿 地

切下⾼（湿地⾼）TP+0.00m

低⽔路

◇激特の掘削⽅法

広く、浅く！

治水効果だけでなく、
魚類の生息やコウノトリの採餌場所
としての機能を持った湿地を再生
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円山川 ─河川での取り組み 高水敷の掘削

26
0

50

100

150

200

250

300

明治期(M31) 昭和初期(S7) H16出水後 H22年度

湿地面積
(ha)

0

20

40

60

80

100

120

コウノトリ数
(羽)

湿地 H16出水後の湿地
治水事業で再生の湿地 自然再生事業で再生の湿地
野生のコウノトリの生息数 コウノトリの放鳥数

2

100
(S5)

(S47)

0

(H17)
7

43放鳥開始

約１．５倍に増加

湿地面積の推移

平成21年1月撮影

堀川橋上流右岸

高水敷掘削箇所へのコウノトリ飛来状況
円山大橋上流右岸

円山川 ─河川での取り組み 大規模湿地再生（加陽地区）

27

か や

2013年（平成25年）10月撮影

2009年度(平成21年度）着手
へいさがたしっち みつぎがわ

閉鎖型湿地と三木川の付け替えが完了
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